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カ
ラ
ニ
の

一
用
法

―
―
接
続
助
詞
カ
ラ
成
立
の
可
能
性
を
め
ぐ

っ
て
―
―

一
。
は
じ
め
に

一
―
一　

本
稿
の
目
的

現
代
語
に
お
い
て
、
原
因
理
由
を
表
す
接
続
助
詞
に
カ
ラ
が
あ
る
。
こ
の

接
続
助
詞
カ
ラ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
次
に
あ
げ
る
二
つ
の
説
が
代
表
的
な

も
の
で
あ
る
。

・
カ
ラ
ニ
（１
）
の
二
が
脱
落
し
た
も
の

。
起
点
の
格
助
詞
カ
ラ
が
用
法
を
拡
大
し
た
も
の

し
か
し
、
現
段
階
で
は
、
カ
ラ
ニ
と
起
点
の
格
助
詞
カ
ラ
が
接
続
助
詞
カ

ラ
の
成
立
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
明
ら
か
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
は
、

こ
の
接
続
助
詞
カ
ラ
と
格
助
詞
カ
ラ

・
カ
ラ
ニ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
接
続
助
詞
カ
ラ
成
立
に
関
す
る
代
表
的
な
二
つ
の
説
に
つ
い
て
整

理
し
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

′Jヽ

士
′Lヽ

乃

一
上

一　
先
行
研
究
の
検
討

一
上

一―
一
　

カ
ラ
ニ
の
二
が
脱
落
し
た
も
の

接
続
助
詞
カ
ラ
を
カ
ラ
ニ
の
二
の
脱
落
と
す
る
先
行
研
究

（以
下
、
カ
ラ

ニ
由
来
説
と
す
る
）
と
し
て
、
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
０
一〇
〇

一
）
の
記

述
を
あ
げ
る
。

日

∃

翻

ヨ

例

圏

囲

∃

が

判

劇

接
‐

割

劃

刺

引

判

の

「
に
」
が
と
れ
て
発
達
し
た
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
に
発
生
し
、
室
町

末
期
以
降
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
で
、
現
代
語
に
も
ひ

き
つ
づ
き
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（以
下
略
）
〈糸
井
通
浩
〉
２

七
三
頁
）

（１
）
道
に
逢
ひ
て
笑
ま
し
し
か
ら
に

（咲
之
柄
ホ
）
降
る
雪
の
消
な

ば
消
ぬ
が
に
恋
ふ
と
言
ふ
我
妹

　

（『
万
葉
集
』
①
巻
四

・
六
二
四
）

（２
）
「
わ
れ
も
、
強
く
て
こ
そ
、
あ
つ
か
ひ
ま
ゐ
ら
さ
せ
た
ま
は
め
」

と
い
ふ
。
な
か
な
か
、
か
く
い
ふ
か
ら
に
、
堪
へ
が
た
き
心
地
ぞ
す



る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
讃
岐
典
侍
日
記
』
四
〇
〇
―
五
）

（
３
）
な
ど
帝
の
皇
子
な
ら
ん
か
ら
に
見
ん
人
さ

へ
か
た
ほ
な
ら
ず
物

ほ
め
が
ち
に
な
る
　
　
　
　
　
　
（『
源
氏
物
語
』
①
二
六
九
―
〓
こ

用
例

（
１
）
は
、
石
垣

（
一
九
五
五
）
の
指
摘
か
ら

「軽
い
原
因
」
を
表

す
と
さ
れ
、
「～
し
た
だ
け
で
」
「～
し
た
ば

っ
か
り
に
」
と
訳
さ
れ
る
。
原

因

。
結
果
の
軽
重
を
問
わ
ず
、
広
義
の
原
因
理
由
用
法
と
す
れ
ば
、
カ
ラ
ニ

の
原
因
理
由
用
法
は
上
代
か
ら
存
在
し
た
こ
と
と
な
る
。
原
因
理
由
用
法
の

カ
ラ
ニ
は
平
安
時
代

に
も
使
用
さ
れ
た
が
、
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
用
例

（
２
）
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
る
。

カ

ラ

ニ
は
、
用
例

（
２
）
以
降
、
平
安
時
代
初
期

に
発
生
し
た
用
例

（
３
）
の
様
な
推
量
の
助
動
詞
ム
に
カ
ラ
ニ
が
接
続
し
た
ム
カ
ラ
ニ
の
形
式

（以
下
、
ム
カ
ラ
ニ
と
す
る
）
の
み
が
、
中
世
前
期
ま
で
見
ら
れ
る
が
、
ム

カ
ラ
ニ
は
原
因
理
由
で
は
な
く
逆
接
の
意
味
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ム
カ
ラ
ニ
も
中
世
前
期
を
境
に
用
例
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
カ
ラ
ニ
の
用
例

は
文
献
上
姿
を
消
す
。

一
上

一上

一　
起
点
の
格
助
詞
カ
ラ
が
用
法
を
拡
大
し
た
も
の

接
続
助
詞
カ
ラ
を
起
点
の
格
助
詞
カ
ラ
が
用
法
を
拡
大
し
た
も
の
と
す
る

説

（以
下
、
格
助
詞
カ
ラ
由
来
説
と
す
る
）
の
先
行
研
究
と
し
て
石
垣

（
一

九
五
五
）
の
記
述
を
あ
げ
る
。

こ
れ
ら
活
用
語
の
連
体
形
を
う
け
る

「
か
ら
」
は
意
味
上
、
具
体
的
な

基
点
を
し
め
す
と
こ
ろ
か
ら
概
念
的
な
理
由
を
も
し
め
す
に
い
た

つ
た

も
の
で
あ
り
、
も

つ
ぱ
ら
単
な
る
原
因
理
由
を
あ
ら
は
す
た
め
に
の
み

用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
上
代
の

（略
）
「
か
ら
に
」
と

は
全
く
成
立
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
の
べ
た
と
ほ
り

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

八
〇
頁
）

用
例

（４
）
（
５
）
は

『史
記
抄
』
２

四
七
七
）
『
蒙
求
抄
』
２

五
二

九
）
の
接
続
助
詞
カ
ラ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。

（
４
）
以
鼓
―
琴
ヲ
ヒ
ク
カ
ラ
取
入
テ
國
ヲ
治
ル
事
ヲ
云
タ
ソ

翁
史
記
抄
』
巻

一
一
　

一
一
一丁
ウ
ニ
）

（
５
）
無
用
ナ
事

ヲ
云
フ
カ
ラ
七
國
モ
反
シ
タ
ソ

翁
蒙
求
抄
』
九
〇
〇
―
一
こ

し
か
し
、
用
例

（
４
）
（
５
）
の
様
な
例
は
少
数

で
あ
り
、
動
詞
が
接
続

す
る
用
例
の
多
数
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

（
６
）

ョ
ク
／
ヽ
見

レ
ハ
牢
卜
云

ハ
獣

ヲ
ト
ラ
ヘ
テ
牢
籠
シ
テ
置
卜
云

川
列
出
夕
字
ナ
リ
　
　
　
　
（『
史
記
抄
』
巻
九
　
一ハ
七
丁
ウ

一
二
）

（
７
）
ウ
ツ
タ
ヘ
ハ
ア
イ

ニ
隔
ツ
ル
モ
ノ
ガ
ア
ル
カ
ラ
起
ゾ

翁
周
易
抄
』
三
二
三
―
〓

し

動
詞

「
云
」
が
カ
ラ
に
接
続
す
る
例
は
多
数
あ
る
が
、
用
例

（６
）
の
様

に
文
章

・
語
句
等
の
出
自
を
述
べ
る
場
合
や
、
「～
カ
ラ
～

マ
デ
」
の
様
な

範
囲
を
示
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
用
例

（
７
）
の
様
に
、
始
点
を

要
求
す
る
動
詞
が
下
接
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
用
例

（
８
）
の
様

に
カ
ラ
が
名
詞
に
接
続
し
、
起
点
を
示
す
場
合
と
構
成
は
近
い
と
考
え
ら
れ

Ｚυ
。

（８
）
動
卜
云
ハ
利
欲
川
列
起
ル
ゾ
　
　
　
（『周
易
抄
』

一
八
七
―
七
）

つ
ま
り
、
室
町
時
代
の
時
点
で
は
カ
ラ
は
未
だ
起
点
の
格
助
詞
の
性
質
に
近



い
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ラ
が
接
続
助
詞
と
し
て

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
の
は

江
戸
時
代
後
期
以
降
と
見
ら
れ
て
い
る
。

格
助
詞
カ
ラ
由
来
説
の
場
合
、
カ
ラ
ニ
は
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。

石
垣

（
一
九
五
五
）
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

活
用
語
を
う
け
る

「
か
ら
に
」
は
、
こ
こ
に
い
た

つ
て
完
全
に
逆
態
接

続
の
語
に
ま
で
、
な
り
を
は

つ
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
（略
）
け
だ

し
、
そ
の
変
遷
が
ゆ
く
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
き

つ
い
た
た
め
に
、
お
の
づ
か

ら
消
滅
し
た
の
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

四
二
頁
）

カ
ラ
ニ
は
ム
カ
ラ
ニ
に
よ
る
逆
接
用
法
を
も

っ
て
消
滅
じ
、
接
続
助
詞
カ

ラ
と
は

「全
く
成
立
を
異
に
す
る
も
の
」
２

八
〇
頁

（前
出
こ

と
す
る
立

場
を
と
る
の
で
あ
る
。

一
⊥
一一　
問
題
の
所
在

接
続
助
詞
カ
ラ
の
成
立
に
諸
説
あ
る
原
因
と
し
て
、
平
安
時
代
か
ら
室
町

時
代

に
か
け
、
原
因
理
由

の
カ
ラ
系
統
Ｔ
）
の
語
が
見
ら
れ
な
い
空
白
期

間
（３
）
の
存
在
が
あ
る
。
こ
の
期
間
を
カ
ラ
系
統
の
原
因
理
由
用
法
の
継
続

と
見
る
か
、
断
絶
と
見
る
か
と
い
う
解
釈
の
違
い
が
こ
の
二

つ
の
説
を
生
み

出
し
て
い
る
と
い
え
、
接
続
助
詞
カ
ラ
の
成
立
を
探
る
上
で
空
白
期
間
の
検

討
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
空
白
期
間
の
大
部
分
に
相
当
す
る
期
間
見
ら
れ
る
語
に
ム
カ
ラ
ニ
が

あ
る

（【
表

一
】
参
照
）
。
ム
カ
ラ
ニ
は
逆
接
を
表
し
、
原
因
理
由
を
表
す
例

は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
格
助
詞
カ
ラ
由
来
説
で
は
、
こ
の
逆
接
ム
カ
ラ
ニ

を
も

っ
て
、
カ
ラ
ニ
と
接
続
助
詞
カ
ラ
が
断
絶
す
る
と
見
て
い
る
。

【士表^
　一　】

1500

1600

うつほ物語

源氏物語

讃岐典侍日記 (1110頃 )

平家物語 (覚一本)

史記抄・周易抄 (1477頃 )

蒙求抄 (1529)

カ
ラ
系
統
の
原
因
理
由
用
法
が

カ
ラ
一一　
　
　
　
　
見
ら
れ
な
い
期
間

（空
白
期
間
）

●

１

１

１

１

１

ロ

ー

ロ

ー

ー

ー

ー

ー

カ

ラ

ロ
●

ム
カ
ラ
ニ
の
用
例
が
確
認
で
き
る
期
間

カ
ラ
ニ
由
来
説
で
は
、
空
白
期
間
を
原
因
理
由
用
法
の
継
続
と
す
る
が
、

『讃
岐
典
侍
日
記
』
２

一
一
〇
年
頃
）
以
降
、
原
因
理
由
用
法
の
カ
ラ
ニ
は

見
ら
れ
ず
、
ム
カ
ラ
ニ
は
逆
接
を
表
し
て
い
る
。
以
上
の
現
象
を
見
る
限
り
、

空
白
期
間
に
お
い
て
原
因
理
由
用
法
カ
ラ
ニ
が
継
続
し
て
い
た
か
を
判
断
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
逆
接
ム
カ
ラ
ニ
の
み
が
使
用
さ
れ
る
状
況



に
お
い
て
は
接
続
助
詞
カ
ラ
と
の
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
も
難
し
い
。

空
白
期
間
に
用
い
ら
れ
る
逆
接
ム
カ
ラ
ニ
と
カ
ラ
ニ
と
の
関
係
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
カ
ラ
ニ
の
原
因
理
由
用
法
が
継

続
し
て
い
た
か
否
か
の
判
断
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
ム
カ
ラ
ニ
の
分
析
を
軸
に
、
接
続
助
詞
カ
ラ
と
カ
ラ
ニ
と
の

関
係
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
上
代
～
中
世
の
カ
ラ
ニ
の
用
法
に
つ
い
て
整
理

し
、
ム
カ
ラ
ニ
成
立
ま
で
の
カ
ラ
ニ
の
変
遷
を
概
観
じ

（第
二
章
）
、
平
安

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
ム
カ
ラ
ニ
の
用
例
を
検
討
す
る

（第
二
章
）
。
そ
し

て
、
ム
カ
ラ
ニ
と
現
代
語
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
の
類
似
性
を
も
と
に

（第
四
章
）
、

中
世
に
お
け
る
接
続
助
詞
カ
ラ
と
カ
ラ
ニ
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
い
。

二

・
カ
ラ
ニ
概
観

本
章
で
は
、
ム
カ
ラ
ニ
の
用
例
の
検
討
に
入
る
前
に
、
カ
ラ
ニ
が
使
用
さ

れ
た
上
代
か
ら
中
世
の
用
法
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

〈
上
代
〉

活
用
語

（形
容
詞

・
動
詞

・
過
去
の
助
動
詞
キ
）
連
体
形
＋
カ
ラ
ニ

（９
）
人
間
守
り
葦
垣
越
し
に
我
妹
子
を
相
見
し
か
ら
に

（相
見
之
柄

二
）
言
う
そ
さ
だ
多
き
　

　

（『
万
葉
集
』
③
巻

一
一
。
二
五
七
六
）

石
摘
一
２

九
五
五
）
に
お
い
て

「
前
件
の
原
因
が
軽
い
反
面
、
後
件
で
示

す
結
果
が
重
い
」
と
指
摘
さ
れ
、
「～
ば

っ
か
り
に
」
「
～
だ
け
で
」
の
よ
う

に
解
釈
さ
れ
る
。
上
代
に
は
活
用
語
の
連
体
形
以
外
に
も
ノ

・
ガ
が
接
続
す

る
例
が
あ
る
が
、
承
接
状
況
の
違
い
は
解
釈
に
影
響
を
与
え
な
い
様
で
あ
る
。

活
用
語
連
体
形
＋
カ
ラ
ニ
の
形
式
以
外
は
上
代
の
み
に
見
ら
れ
る
。
本
稿
で

は
、
原
因
の
軽
重
に
は
触
れ
ず
、
広
義
の
原
因
理
由
と
と
ら
え
る
。

〈
中
古
以
降
〉

動
詞
連
体
形
＋
カ
ラ
ニ

（即
時
的
）

（１０
）
吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
ほ
る
れ
は
む

へ
山
か
せ
を
あ
ら
し

と
い
ふ
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
古
今
和
歌
集
』
二
四
九
）

（
Ｈ
）
大
淀
の
浜
に
生
れ
て
み
る
か
ら
に
心
は
な
ぎ
ぬ
か
た
ら
は
ね
ど

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
伊
勢
物
語
』

一
七
七
上
〇

動
詞
連
体
形
＋
カ
ラ
ニ
は
、
カ
ラ
ニ
の
前
件
と
後
件
の
事
態
が
速
や
か
に

継
起
す
る
こ
と

（以
降
、
即
時
的
表
現
と
す
る
）
を
示
す
。

つ
ま
り
、
「
山

風
が
吹
く
や
い
な
や
草
木
が
し
お
れ
て
し
ま

っ
た
」
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
即
時
的
表
現
の
場
合
、
カ
ラ
ニ
に
接
続
す
る
語
は
時
代
が
下
る
に
従

い
、
用
例

（
Ｈ
）
の
様
な

「
み
る
」
「
聞
く
」
等
の
知
覚
動
詞
に
制
限
さ
れ

て
い
く
が
、
こ
れ
は
現
代
語
に
も
残
存
す
る
表
現
で
あ
る
。

（
‐２
）
瀧
口
と
聞
か
ら
に
、
や
が
て
消
え
る
計
に
思
ひ
し
か
ど

「
横
笛
草
子
』
（御
伽
草
子
）
二
五
五
―
九
）

（
‐３
）
見
る
か
ら
に
怪
し
い
男

動
詞
連
体
形
＋
カ
ラ
ニ

（原
因
理
由
）

（
‐４
）
か
く
い
と
心
苦
し
き
御
気
色
な
が
ら
、
や
す
か
ら
ず
忍
び
た
ま

ふ
か
ら
に
、
か
た
み
に
思
ひ
悩
み
た
ま
ふ
べ
か
め
る
も
、
心
苦
し
く

て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
源
氏
物
語
』
⑤
二
八
〇
―
一
四
）

動
詞
連
体
形
＋
カ
ラ
ニ
は
原
因
理
由
も
表
す
。
用
例

（
１４
）
は

「匂
宮
が

こ
ん
な
に
苦
労
し
て
忍
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
、
匂
宮
と
中
君
が
お
互
い

に
苦
労
を
重
ね
て
お
い
で
に
な
る
こ
と
も
心
苦
し
い
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
動



詞
連
体
形
＋
カ
ラ
ニ
形
式
の
原
因
理
由
用
法
は
少
数
で
は
あ
る
が
、
平
安
時

代
を
中
心
に
見
ら
れ
る
。

推
量
の
助
動
詞
ム
の
連
体
形
ム
十
カ
ラ
ニ

（‐５
）
「
な
ど
わ
が
子
、
そ
こ
の
御
子
な
ら
む
か
ら
に
、
こ
の
筋
の
絶
ゆ

べ
き
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
　
　
　
「
う
つ
ほ
物
語
』
③

一
一
一
―
七
）

こ
の
形
式
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
見
ら
れ
、
今
回
の
調

査
で
は
三
二
例
確
認
で
き
た
。
こ
の
形
式
は
逆
接
を
表
す
と
さ
れ
、
「私
の

子
、
あ
な
た
の
子
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
血
筋
が
絶
え
る
も
の
で

し
ょ
う
か

（
い
い
え
絶
え
る
も
の
で
は
な
い
と

と
解
釈
さ
れ
る
。

【表
二
】
は
以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
、
上
代
を
除
い
て
、
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
本
稿
に
関
連
す
る
事
項
と
し
て
、
動
詞
連
体
形
＋
カ
ラ
ニ

（原
因

理
由
）
と
連
体
形
ム
＋
カ
ラ
ニ
が
同
時
期

（中
古
）

【丞

一】　
　
　
　
　
　
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
連
体
形
ム
十
カ
ラ

二
は
中
世
前
期

（鎌
倉
時
代
）
ま
で
見
ら
れ
る
こ
と
、

以
上
二
点
を
確
認
し
て
お
く
。

三

・
ム
カ
ラ
ニ
の
用
例
の
検
討

一二
―
一　
　
一則
件

こ
こ
で
は
、
ム
カ
ラ
ニ
の
前
件
を
用
例
を
も
と
に

具
体
的
に
検
討
す
る
。

用
例

（１６
）
（本
文
二
重
傍
線
部
）
は

『宇
治
拾

遺
物
語
』
第
二
十
四
段
の
も
の
で
あ
る
。

今
は
昔
、
藤
大
納
言
忠
家
と
い
ひ
け
る
人
、
い
ま
だ
殿
上
人
に
お
は

じ
け
る
時
、
び
ゞ
し
き
色
好
み
な
り
け
る
女
房
と
物
い
ひ
て
、
夜
ふ
く

る
程
に
、
月
は
昼
よ
り
も
明
か
り
け
る
に
、
た

へ
か
ね
て
、
御
簾
を
う

ち
か
づ
き
て
、
長
押
の
う

へ
に
の
ぼ
り
て
、
一肩
を
か
き
て
、
引
よ
せ
ら

れ
け
る
程
に
、
髪
を
ふ
り
か
け
て
、
「
あ
な
、
さ
ま
あ
し
」
と
い
ひ
て
、

く
る
め
き
け
る
程
に
、
嗽
と
高
ぐ
噸
嗽
嗽
で
嗽
嗚
（４
Υ

女
房
は
い
ふ
に
も
た
へ
ず
、
く
た
ノ
ヽ
と
し
て
、
よ
り
臥
し
に
け
り
。

此
大
納
言
、
「
心
う
き
事
に
も
あ
ひ
ぬ
る
物
か
な
。
世
に
あ
り
て
も
何

に
か
は
せ
ん
。
出
家
せ
ん
」
と
て
、
御
簾
の
す
そ
を
少
し
か
き
あ
げ
て
、

ぬ
き
あ
し
を
し
て
、
疑
ひ
な
く
出
家
せ
ん
と
思
ひ
て
、
二
間
ば
か
り
は

行
程
に
、
沢
１６
）
抑
、
そ
の
女
房
、
あ
や
ま
ち
せ
ん
（５
）か
ら
に
、
出

家
す
べ
き
や
う
や
は
あ
る
」
と
思
ふ
心
、
又

つ
き
て
、
た
ゝ
／
ヽ
と
走

て
、
出
ら
れ
に
け
り
。
女
房
は
い
か
ゞ
な
り
け
ん
、
知
ら
ず
と
か
。

（七
六
―
七
七
頁
）

用
例

（
１６
）
の
前
件

「
そ
の
女
房
あ
や
ま
ち
せ
ん
」
は
本
文
波
線
部

「
い

と
高
く
鳴
ら
し
て
け
り
」
（女
房
が
粗
相
を
し
て
し
ま

っ
た
）
と
い
う
、
発

話
時
以
前
に
発
生
し
た
事
態
と
判
断
で
き
る
。
今
回
調
査
し
た
三
二
例
の
う

ち
三
二
例
が
用
例

（
１６
）
と
同
様
に
発
話
時
以
前
の
事
態
を
表
す
。

し
か
し
、
前
件
は
発
話
時
以
前
の
事
態
に
も
関
わ
ら
ず
、　
一
般
的
に
未
実

現
の
出
来
事
を
表
す
助
動
詞
ム
に
よ

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
発
話
時
以
前
の

事
態
に
対
し
て
、
助
動
詞
ム
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
現
実
事
態
が
仮
定
的
に
表
現
さ
れ
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
山

上接語 中古 中世

動詞連体形 (即時的)

動詞連体形 (原因理由)

ム



口

（
一
九
八
〇
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

文
脈
上
あ
る
い
は
内
容
上
、
事
実
と
認
め
ら
れ
る
事
柄
と
条
件
と
す
る

現
実
仮
定
の
表
現
は
、
順
接
で
は
い
ず
れ
も
現
代
語

「
な
ら
」
相
当
の

判
断
に
即
し
た
仮
定
で
あ
る
。
素
材
的
に
事
実
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な

が
ら
、
そ
れ
を
可
能
的
な
条
件
と
し
て
立
て
る
こ
と
は
、
判
断
の
次
元

に
お
い
て
の
み
許
さ
れ
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　

２

０
七
頁
）

ム
カ
ラ
ニ
の
助
動
詞
ム
も
、
既
出
の
現
実
的
出
来
事
を
話
者

（も
し
く
は

作
者
）
の
判
断
に
お
い
て
、
仮
定
的
に
と
ら
え
な
お
さ
れ
た

「
現
実
仮
定
」

に
準
ず
る
用
法
と
い
え
る
。

三
上

一　
後
件

本
項
で
は
、
ム
カ
ラ
ニ
の
後
件
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

ム
カ
ラ
ニ
の
後
件
に
は
反
語
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。

（
‐７
）
「～
０
左
の
お
と
ど
は
、
宮
、
大
殿
、
い
と
う
る
は
し
く
こ
そ
、

十
五
夜
づ

つ
お
は
し

つ
つ
、
子
ど
も
、
い
ず
れ
と
も
な
く
思
ひ
か
し

づ
き
た
ま

へ
。
か
く
て
添
ひ
お
は
む
せ
む
か
ら
に
、
か
し
こ
く
や
は

あ
る
べ
き
。
」
　
　
　
　
　
　
　
（『
う

つ
ほ
物
〓
巴

③
四
三
八
―
七
）

（
‐８
）
男
な
ら
ん
か
ら
に
、
聞
き
に
く
き
名
を
、
は
ゞ
か
ら
ぬ
様
や
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
夜
の
寝
覚
』

一
六
〇
―
一
こ

反
語
表
現
に
つ
い
て
、
阪
倉

（
一
九
九
二
）
は
次
の
様
に
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
承
知
し
な
が
ら
、
あ

え
て
こ
れ
を
前
件
と
し
て
提
出
し
、
さ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
後
件
と
し

て
現
実
を
見
た
場
合
、
そ
こ
に
感
じ
ら
れ
る
不
条
理
に
疑
い
を
呈
し
て

み
せ
る
こ
と
で
、
全
体
が
反
語
に
な
る
の
で
あ
る
。
疑
わ
れ
否
定
さ
れ

る
の
は
、
全
体
な
の
で
あ
る
が
、
特
に
否
定
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
前

件
の

（略
）
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
、
前
述
の

「
…
で
は
な
い
の

に
」
と
い
う
よ
う
な
短
絡
的
解
釈
も
生
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

２

六
五
上

六
六
頁
）

つ
ま
り
、
反
語
の
助
詞
の
前
件

「
か
し
こ
く
」
「
は
ゞ
か
ら
ぬ
様
」
と
い

う
事
態
が
特
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「あ
や
し
」
「
く
ち
を
し
」
「不
思
議
也
」
「先
例
ナ
シ
」
等
が
付
加

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

（‐９
）
こ
ゝ
に
、
こ
と
を
し
へ
む
か
ら
に
を
や
と
あ
る
人
の
な
か
を
も
、

み
な
と
り
は
な
つ
、
あ
や
し
　
（『
う
つ
ほ
物
語
』
③
五
〇
〇
―
〓

し

（２０
）
「傍
若
無
人
ノ
弊
、
返
々
謂
レ
ナ
シ
。
サ
コ
ソ
重
代
ノ
弓
取
ナ
ラ

ム
カ
ラ
ニ
カ
ヤ
ウ
ノ
雲
上
交

二
、
殿
上
人
タ
ル
者
ノ
、
腰
刀
ヲ
サ
シ

顕
ス
事
、
先
例
ナ
シ
。
」
　

（『
延
慶
本
平
家
物
語
』
上
　
一
一七
―
五
）

こ
れ
ら
の
語
を
改
め
て
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
文
で
述
べ
ら
れ
る
出
来

事
に
対
し
て
賛
同
し
て
い
な
い
。
強
い
疑
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
表
現
さ

れ
、
間
接
的
に
否
定
的
な
立
場
の
表
明
と
な
り
、
反
語
の
表
現
と
同
様
の
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
Ｉ
一一　
用
例
の
検
討
の
ま
と
め

前
件
と
後
件
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
様
に
な
る
。

前
件
―
話
者
の
判
断
に
よ
り
仮
定
的
に
示
さ
れ
た
既
出
の
事
実

後
件
―
反
語
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
る
方
法
で
後
件
で
取
り
上
げ
る
事



態
に
対
し
て
否
定
的
な
評
価
を
加
え
る

右
に
見
た
前
件
と
後
件
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
次
に
ム
カ
ラ
ニ
の
構
成
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
そ
の
前
に
、
ま
ず
現
代
語
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
を
取
り
上
げ
、

ム
カ
ラ
ニ
を
考
察
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。

四

・
ム
カ
ラ
ニ
と
現
代
語
カ
ラ
ト
イ
ッ
テ

四
―
一　

現
代
語
カ
ラ
ト
イ
ッ
テ
の
構
成

こ
こ
で
は
現
代
語
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
を
取
り
上
げ
る
。
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
は
ム

カ
ラ
ニ
を
国
語
訳
す
る
際
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
類
似

性
に
注
目
し
、
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
に
関
す
る
現
代
語
の
研
究
の
成
果
を
参
考
に
、

ム
カ
ラ
ニ
を
再
検
討
す
る
た
め
の
手
か
が
り
と
し
た
い
。

小
金
丸

（
一
九
九
〇
）
で
は
、
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
の
構
成
を
次
の
よ
う
に
設

定
し
て
い
る
。
（用
例
は
小
金
丸

（
一
九
九
〇
）
に
よ
る
、
図
式
化
に
あ
た

り
表
記
を
改
め
た
）

有
名
な
俳
優
だ
　
か
ら
と
い
っ
て
、

〈推
論
の
根
拠
〉
＋

〈
カ
ラ
ト
イ
ッ
テ
〉

裁
判
所
が
手
心
を
加
え
た
　
わ
け
で
は
な
い
。

↑
推
論
　
　
　
　
　
　
　
　
〈推
論
の
帰
結
〉
　
　
　
　
＋
　

　

〈
否
定
〉

有
名
な
俳
優
だ
か
ら
裁
判
所
が
手
心
を
加
え
た
の
だ
ろ
う

カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
の
後
件

に
は
、
小
金
丸

（
一
九
九
〇
）
藤
田

（
二
〇
〇

○
）
ら
が
指
摘
す
る
様
に

「
ト
ハ
限
ラ
ナ
イ
」
「
ト
イ
ウ
ワ
ケ
デ

ハ
ナ
イ
」

等
の
推
論
を
否
定
す
る
形
式
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
（６
Υ

こ
の
形
式

に
つ
い
て
は
寺
村

（
一
九
八
四
）
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
Ｑ
ワ
ケ
デ
ハ
ナ
イ
」
と
い
う
言
い
か
た
の
出
て
く
る
仕
掛
け
は
、

一
般
的
に
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
言
え
る
だ
ろ
う
。
話
し
手
は
、
ま
ず
Ｐ
と

い
う
発
言
を
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
自
分
が
Ｐ
と
言

っ
た
こ
と
か
ら
、

聞
き
手
は
、
そ
れ
な
ら
当
然
Ｑ
だ
ろ
う
と
推
論
す
る
だ
ろ
う
、
と
考
え

（想
像
し
）
、
そ
の
推
論
を
否
定
す
る
、
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
。

（
二
八
七
頁
）

ま
た
、
前
件
は
推
論
の
根
拠
を
表
す
が
、
寺
村
が
指
摘
す
る
様
に
、
事
前

に
発
言
し
た
内
容
を
根
拠
と
し
て
改
め
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
現
代
語
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
は
、
そ
れ
以
前
の
発
言

。
出
来
事
を
前
件

に
示
し
て
根
拠
と
し
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
推
論
を
後
件
に
示
し
、

そ
の
推
論
を
否
定
す
る
形
式
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

四
⊥

一　
ム
カ
ラ
ニ
の
構
成

石
楯
一
２

九
五
五
）
は
、
用
例

（２‐
）
の
様
に
ム
カ
ラ
ニ
の
前
件
に
反
語

等
が
あ
る
場
合
は
、
反
語
の
勢
力
が
全
体
に
及
ぶ
た
め
、
副
詞
や
反
語
を
取

り
除
け
ば

（π
）
の
様
な

「カ
ラ
ニ
＝
ゆ
ゑ
に
」
の
関
係
が
復
元
で
き
、
こ

の

（”
）
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
事
態
を
示
す
と
す
る
。

（２‐
）
な
ど
か
は
女
と
い
は
ん
か
ら
に
、
世
に
あ
る
こ
と
の
お
ほ
や
け

わ
た
く
し
に
つ
け
て
、
む
げ
に
知
ら
ず
い
た
ら
ず
し
も
あ
ら
む

翁
源
氏
物
語
』
①

一
六
五
―
五
）



（２
）
女
と
云
ふ
か
ら
に
世
に
あ
る
事
の
公
私
に
つ
け
て
無
下
に
知
ら

ず
至
ら
ず
あ
り
　
　
　
　
　
（石
垣

（
一
九
五
五
）
に
よ
る
復
元
例
）

一
方
、
反
語
が
後
件
に
あ
る
用
例

（２２
）
の
様
な
場
合
は
反
語
の
勢
力
が

後
件
の
み
に
働
く
た
め
、
復
元
は
不
可
能
と
す
る
。

（２２
）
抑
、
そ
の
女
房
、
あ
や
ま
ち
せ
ん
か
ら
に
、
出
家
す
べ
き
や
う

や
は
あ
る

（用
例

（１７
）
の
再
掲
）

し
か
し
、
用
例

（２２
）
に
お
い
て
も
、
話
者
本
来
の
目
的
と
は

「女
房
の

過
ち
に
遭
遇
し
た
か
ら
、
世
を
は
か
な
み
出
家
す
る
↑
×

と
い
う
必
要
は

あ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
女
房
の
過
ち
を
根
拠
と
し
て

発
生
し
た
出
家
の
必
要
性
の
否
定
と
言
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
（２２
）
は

「女
房
が
あ
や
ま
ち
す
る
か
ら
に
、
出
家
す
る
」
と
い
う
関
係
の
帰
結
を
反

語

「
や
は
」
を
用
い
て
否
定
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
カ
ラ
ニ

＝
ゆ
ゑ
に
」
の
関
係
は
用
例

（２２
）
に
お
い
て
も
、
否
定
さ
れ
る
後
件
事
態

を
前
件
か
ら
導
く
段
階
に
お
い
て
（冨
）
と
同
様
に
成
立
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
ム
カ
ラ
ニ
の
構
成
は
典
型
的
に
は
次
の
様
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

前
件
　
＋
　
ム
カ
ラ
ニ
、

〈
原
因
理
由
〉
＋

〈
ム
カ
ラ
ニ
〉後
件
事
態
　
＋
　
反
語
反
語
に
準
じ
る
形
式

↑
　
　
　
　
　
　
〈帰
結
〉
　

十
　
　
〈
否
定
の
提
示
〉

囲
閣
田
Ⅲ
□
圏
ＩＴＩ
囲
冊
田
日
圏
丁
否
定
さ
れ
る
後
件
事
態
を
前
件
か
ら
導
く

段
階

ム
カ
ラ
ニ
は
前
件
で
既
決
の
出
来
事
を
仮
定
的
に
と
ら
え
な
お
し
て
提
示

し
、
後
件
で
前
件
を
根
拠
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
後
件
事
態
に
対
し
て
否
定

的
な
評
価
を
与
え
る
と
い
う
関
係
を
表
す
。
こ
の
構
成
は
、
前
項
四
―
一
で

あ
げ
た
現
代
語
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
の
構
成
に
類
似
し
て
い
る
た
め
、
ム
カ
ラ
ニ

の
国
語
訳
に
多
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
ム
カ
ラ
ニ
を

「
推
論
を
否
定
す
る
形
式
」
と
位
置
付
け
る
と
、

ム
カ
ラ
ニ
に
は
常
に
否
定
さ
れ
る
推
論
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
推

論
が
ム
カ
ラ
ニ
の
後
件
事
態
に
、
推
論
を
導
く
段
階
が

「前
件
＋
カ
ラ
二
十

後
件
事
態
」
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
推
論
を
導
く
段
階
に
お

い
て
、
原
因
理
由
用
法
カ
ラ
ニ
が
潜
在
し
て
い
る
と
仮
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
仮
定
す
れ
ば
、
ム
カ
ラ
ニ
の
用
例
が
確
認
で
き
る

『
平
家
物

〓
Ｌ

（覚

一
本
）
２

〓
一七
〇
）
ま
で
の
空
白
期
間
の
大
部
分
に
お
い
て
、
原

因
理
由
用
法
の
カ
ラ
ニ
が
存
在
し
た
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

『
う

つ
ほ
物
語
』
か
ら

『
平
家
物
語
』
（覚

一
本
）
ま
で
ム
カ
ラ
ニ
の
用
例

は
三
三
例
が
確
認
で
き
る
。
反
語
の
副
詞
は
前
件

。
後
件
の
ど
ち
ら
に
も
現

れ
て
お
り
、
ま
た
、
用
い
ら
れ
な
い
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
後
件
に
反
語

等
に
よ
る
否
定
の
提
示
が
な
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（
２４
）
「
い
か
で
車
で
あ
ら
む
が
ら
に
、
す
ど
を
り
を
ば
す
べ
き
」
と
て
、

３
平
家
物
語
』
（覚

一
本
）

一
四

一
‐
〓
こ

（
２３
）
代
々
の
賢
王
智
臣
、
此
所
に
壇
場
を
し
む
。
末
代
な
ら
む
が
ら

に
、
い
か
ん
が
富
山
に
瑕
を
ば

つ
く
べ
き
。
心
う
し
」
と
て

「
平
家
物
語
』
（覚

一
本
）

一
四
五
―
四
）

つ
ま
り
、
ム
カ
ラ
ニ
（８
Ｙ

反
語
表
現
と
い
う
統
語
的
条
件
の
下
に

「推



論
を
否
定
す
る
形
式
」
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
カ
ラ
ニ
自
体
が
積
極
的
に
逆

接
を
表
す
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（９
Υ

五

・
鎌
倉
時
代
歌
論
書
の
カ
ラ
の
位
置
付
け

前
章
に
お
い
て
、
ム
カ
ラ
ニ
を

「
推
論
を
否
定
す
る
形
式
」
と
位
置
付
け
、

推
論
を
導
く
段
階
で
は
、
原
因
理
由
用
法
カ
ラ
ニ
の
存
在
が
仮
定
で
き
る
と

述
べ
た
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
、
山
口

（
一
九
五
九
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
鎌
倉
時
代

の
歌
論
書

に
散
見
す
る
カ
ラ
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
『
毎
月

抄
』
（ｌｏ
）
は

一
二

一
九
年
、
『
愚
秘
抄
』
『
愚
見
抄
』
の
鵜
鷺
本
系
偽
書
（１１
）

の

一
部
は

一
三

一
〇
年
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
空
自
期
間
と
重
な
り
、
ま
た
、

抄
物
か
ら
百
五
十
年
以
上
遡
る
。

（
２５
）
こ
の
御
百
首
に
多
分
古
風
の
み
え
侍
る
か
ら
、
か
様
に
申
せ
ば
、

又
御
退
屈
や
候
は
ん
ず
ら
め
な
れ
ど
も
、
「
毎
月
抄
』

一
二
七
―
四
）

（２６
）
古
の
歌
は
み
な
実
を
存
し
て
花
を
忘
れ
、
近
代
の
歌
は
花
を
の

み
心
に
か
け
て
、
実
に
は
目
も
か
け
ぬ
か
ら
と
申
し
た
め
り
。

「
毎
月
抄
』

一
三
〇
‐
五
）

（
２７
）
家
隆
卿
は
す
ぐ
れ
た
る
姿
を
常
に
よ
み
出
し
て
、
め
づ
ら
し
き

姿
侍
り
。
し
か
れ
ど
も
亡
室
体

の
ま

ゝ
ま
じ
は
れ
る
か
ら
、
い
ま

／
ヽ
し
く
ぞ
侍
る
。
　
　
　
　
　
　
　
「
愚
秘
抄
』
二
九
六
‐
〓
こ

（
２８
）
初
五
文
字
に
て
き
る
歌
は
ふ
る
ま
ひ
歌
に
多
分
侍
る
か
ら
、
唯

い
づ
れ
と
申
せ
ど
も
、
第
二
句
に
て
い
ひ
き
り
て
侍
る
が
、
よ
ろ
し

き
姿
に
て
あ
る
べ
き
ぞ
と
承
り
お
き
し
に
こ
そ
。

翁
愚
秘
抄
』
二
九
八
―
一
八
）

（２９
）
わ
ざ
と
さ
や
う
の
詞
を

つ
ゞ
け
ん
と
い
で
た

つ
輩
も
侍
る
か
ら
、

本
文
な
ど
の
よ
く
も
心
得
す
ゑ
ぬ
こ
と
を
よ
む
人
も
ま
ゝ
侍
り
。

「
愚
見
抄
』
三
五
四
―
一
五
）

（
３０
）
詩
は
心
を
た
か
く
す
ま
す
も
の
に
て
侍
る
か
ら
、
（略
）
、
此
詩

を
ぞ
亡
父
卿
は
詠
ぜ
ら
れ
し
。
　
　
　
「
愚
見
抄
』
三
五
七
―
一
こ

こ
れ
ら
の
カ
ラ
が
接
続
す
る
動
詞
に
は
、
抄
物
に
見
ら
れ
た
様
な
動
詞
の

傾
向
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
接
続
助
詞
に
近
い
性
質
を
持

つ
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
れ
ら
鎌
倉
時
代
の
歌
論
書
の
助
詞
カ
ラ
を

「格
助
詞
カ
ラ
の
用
法
の
拡

大
」
例
の
極
初
期
の
例
と
す
る
に
は
、
前
述
し
た
室
町
時
代
の
抄
物
、
『
史

記
抄
』
２

四
七
七
）
『蒙
求
抄
』
２

五
二
九
）
等
の
動
詞
の
状
態
及
び
時

代
的
関
係
か
ら
困
難
で
あ
る
。　
一
方
の
カ
ラ
ニ
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
歌

論
書
は
ム
カ
ラ
ニ
の
用
例
が
あ
る
期
間
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ラ

ニ
と
の
関
連
が
深
い
と
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
鎌
倉
時
代
の
歌
論
書
に
見
え

る
カ
ラ
は
カ
ラ
ニ
の
二
が
脱
落
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
川

（
一
九
五
五
）
で
は
接
続
助
詞
カ
ラ
は
東
国
地
方

で
の
進
出
が
早

か

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鵜
鷺
本
系
偽
書
も
関
東
地
方
で
の
製
作

と
推
測
さ
れ

（井
上

（
一
九
六
五
）
（注
Ｈ
参
照
し
、
方
言
差
に
よ
り
、
接

続
助
詞
カ
ラ
の
使
用
が
先
行
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら

の
歌
論
書
は
い
ず
れ
も
作
者
を
藤
原
定
家
に
仮
託
し
て
お
り
、
容
易
に
東
国

語
が
混
入
す
る
と
も
考
え
に
く
い
。
ご
く
少
数
で
は
あ
る
が
、
鵜
鷺
本
系
偽

書
以
外
に
も
原
因
理
由
用
法
の
カ
ラ
と
見
ら
れ
る
例
も
あ
り
、
関
西
地
方
に



お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（
３‐
）
ぃ
か
に
も
ち
と
言
は
れ
ぬ
か
ら
と
思
ふ
や
う
な
る
に
、
余
情
の

そ
ひ
て
良
き
句
は
あ
る
也
　
　
　
　
　
（『
連
理
秘
抄
』
四
六
―
一
こ

そ
の
他
に
も
口
語
的
要
素
が
強
い
カ
ラ
と
、
中
世
に
は
文
章
語
と
な

っ
て

い
た

「侍
り
」
が
同
時
に
使
用
さ
れ
る
等
の
問
題
点
も
あ
る
。
鵜
鷺
本
系
偽

書
を
は
じ
め
と
す
る
歌
論
書
の
国
語
学
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

六

。
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

・

ム
カ
ラ
ニ
は
前
件
で
既
出
の
現
実
事
態
を
仮
定
的
に
表
し
、
後
件
で

前
件
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
帰
結
を
反
語
等
を
伴
い
否
定
す
る
形
式
で

あ
り
、
現
代
語
の
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
に
類
似
し
た
構
成
を
持

つ
。

。
　
現
代
語
カ
ラ
ト
イ

ッ
テ
を
参
考
に
、
ム
カ
ラ
ニ
に
推
論
を
導
く
段
階

を
設
定
す
れ
ば
、
原
因
理
由
カ
ラ
ニ
の
存
在
が
仮
定
で
き
る
。

つ
ま

り
、
原
因
理
由
カ
ラ
ニ
が
鎌
倉
時
代
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
、
ま
た

は
、
違
和
感
が
無
か

っ
た
と
い
え
る
。

・

鎌
倉
時
代
歌
論
書
の
カ
ラ
を
、
室
町
時
代
を
接
続
助
詞
カ
ラ
の
萌
芽

期
と
す
る
起
点
の
格
助
詞
が
用
法
を
拡
大
と
す
る
説
か
ら
見
る
と
、

時
代
的
な
矛
盾
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
原
因
理
由
用
法
の
カ
ラ
ニ
が

鎌
倉
時
代
ま
で
存
在
し
た
と
と
ら
え
な
お
す
と
矛
盾
は
解
消
さ
れ
、

鎌
倉
時
代
歌
論
書
の
カ
ラ
は
カ
ラ
ニ
の
二
の
脱
落
と
い
う
可
能
性
が

高
く
な
る
。

接
続
助
詞
カ
ラ
が
カ
ラ
ニ
の
二
の
脱
落
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
要
因
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
原
因
理
由
用
法
の
カ
ラ
ニ
の
例
は
少

な
く
検
証
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
即
時
的
表
現
の
カ
ラ
ニ
で
は
あ
る
が
、

次
の
様
な
例
も
見
ら
れ
る
。

・
固
不
―
聞
カ
ラ
不
快

二
見
テ
穫
ヲ
モ
信
テ
ス
ル
ソ

翁
史
記
抄
』
四
二
丁
ウ
八
）

今
後
右
に
見
た
原
因
理
由
以
外
の
用
法
や
、
他
の
語
に
お
け
る
脱
落
現
象
等

も
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

格
助
詞
カ
ラ
由
来
説
は
、
室
町
時
代
を
接
続
助
詞
カ
ラ
の
萌
芽
期
と
位
置

付
け
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
抄
物
で
は
動
詞
連
体
形
に
接
続
す
る
カ
ラ
の
多

く
が
格
助
詞
の
性
質
が
強
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
接
続
助
詞
カ
ラ
を
カ
ラ
ニ

由
来
と
仮
定
す
る
と
、
室
町
時
代
に
こ
の
現
象
が
突
然
現
れ
た
こ
と
に
な
り
、

室
町
時
代
以
前
の
カ
ラ
ニ
の
状
況
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
す
。

接
続
助
詞
カ
ラ
の
成
立
に
つ
い
て
、
カ
ラ
ニ
由
来
説

・
格
助
詞
カ
ラ
由
来

説
の
い
ず
れ
か

一
方
の
み
を
典
拠
と
す
る
と
何
ら
か
の
矛
盾
が
生
じ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
接
続
助
詞
カ
ラ
の
成
立
に
は
カ
ラ
ニ
・
格
助
詞
カ
ラ
が
相
互

に
関
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
点
も
考
慮
し
、
接
続
助
詞
カ
ラ
成
立

に
つ
い
て
今
後
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

注
１
　
カ
ラ
ニ
は
カ
ラ
＋
二
の
二
語
か
ら
成
り
、
カ
ラ
十
二
で
接
続
助
詞
的
機
能

を
持
つ
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ラ
ニ
が

一
語
の
接
続

助
詞
で
あ
る
か
の
認
定
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
カ

ラ
ニ
に
対
し
て
は
助
詞
の
種
類
は
付
さ
ず
、
単
独
で
カ
ラ
ニ
と
表
記
す
る
こ

と
と
す
る
。



２
　
「
カ
ラ
系
統
」
に
つ
い
て
は
次
の
山
口

（
一
九
九
六
）
に
従

っ
て
い
る
。

「
か
ら
」
を
語
形
の

一
部
に
も

つ
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
便
宜

「
か
ら
」

系
統
の
接
続
助
詞
と
呼
ぼ
う
。
公
一〇
二
頁
）

３
　
以
下
、
原
因
理
由
用
法
の
カ
ラ
系
統
の
語
が
見
ら
れ
な
い
期
間
を

「空
白

期
間
」
と
略
す
。

４
　
新
大
系
脚
注

「音
を
た
て
て
、
放
屁
し
て
し
ま
っ
た
。
」

５
　
新
大
系
脚
注

「
し
た
か
ら
と
い
っ
て
」

６
　
藤
田

（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
カ
ラ
ト
イ
ッ
テ
及
び
イ
ッ
テ
モ

・
ト
イ
ッ
テ

の
様
な

「推
論
を
否
認
す
る
形
式
」
の
後
件
に

「～
と
は
限
ら
な
い
」
の
様

な
否
定
の
形
式
以
外
に
も
肯
定
の
形
式

・
単
純
否
定
の
形
式
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
は

「疑
似
条
件
文
」
（坂
原

（
一
九
八
五
と

を

利
用
し
、
「真
の
帰
結
を
導
く
別
個
の
理
由
節
で
あ
る
べ
き
も
の
が
後
件
に

入

っ
た
形
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

・

ガ
ン
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
早
期
発
見
だ
。

・

年
に

一
度
の
お
祭
り
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
た
し
ゃ
行
か
な
い
よ
。

（
四
三
二
―
四
二
五
頁
及
び
五
九
四
―
五
九
五
頁

（注
二
〇
の
項
じ

７

『宇
治
拾
遺
物
語
』
本
文

「心
う
き
事
に
も
あ
ひ
ぬ
る
物
か
な
。
世
に
あ

り
て
も
何
に
か
は
せ
ん
。
出
家
せ
ん
」

８
　
藤
田

（二
〇
〇
〇
）
は
、
前
件
に
名
詞
述
語
が
く
る
場
合
、
カ
ラ
の
省
略

が
可
能
な
例
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
も

「推
論
の
否
認
」
の
関
係
構

成
は
変
化
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
四
二

一
頁
）

ｏ
　
ガ
ン
だ
か
ら
と
い
っ
て

（も
）
、
助
か
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

・
　
ガ
ン
だ
と
い
っ
て
、
助
か
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

ｏ
　
ガ
ン
だ
と
い
っ
て
も
、
助
か
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

ム
カ
ラ
ニ
に
も
カ
ラ
ニ
が
省
略
可
能
な
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

未
だ
考
察
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
他
の
表
現
で
も
推
論
の
否
定
の
関

係
を
表
す
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

９
　
石
垣

（
一
九
五
五
）
で
は
、
次
の
用
例

（３２
）
（
３３
）
は
結
果
が
否
定
の

形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
用
例

（π
）
の
様
な
復
元
は
不
可
能
で
あ
り
、
カ

ラ
ニ
自
身
に
逆
接
の
意
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
２

四
二
頁
）

（３２
）
「頭
を
射
ら
れ
た
る
ぞ
」
と
い
ふ
。
さ
ぐ
れ
ば
、
な
に
と
は
し
ら
ず
、

ぬ
れ
わ
た
り
た
り
。
手
に
あ
か
く
物
つ
き
た
れ
ば
、
げ
に
血
な
り
け
り

と
お
も
ひ
て
、
「
さ
ら
ん
か
ら
に
け
し
う
は
あ
ら
じ
。
ひ
き
た
て
ゝ
ゆ

か
ん
」
と
て
、
一月
に
か
け
て
行
に
、
　

「
古
今
著
聞
集
』
二
五
〇
‐
三
）

（３３
）
サ
テ
ヤ
ウ
／
ヽ

コ
ノ
事
ヲ
賞
朝
キ
キ
テ
大

二
驚
テ
、
シ
タ
シ
ケ
レ

バ
ウ
キ
コ
ト
ア
ル
ニ
我
妻
モ
子
モ
賞
朝
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
身
バ
カ
リ
ハ
命
モ

イ
キ
ヨ
ト
内
々
二
申
タ
ラ
ン
カ
ラ
ニ
、
サ
ウ
ナ
ク
勅
勘

二
及
ビ
テ
、
年

ゴ

ロ
申
次
シ
テ
、
シ
ウ
ト
ノ
信
清
ノ
君
ア
リ
シ
カ
ド
、
公
経
ノ
大
納
言

ノ
申
次

ハ
又
相
違
ナ
カ
リ
キ
。　
　
　
　
　
　
Ｓ
愚
管
抄
』
三
〇
五
頁
）

ム
カ
ラ
ニ
は
後
件
に
お
い
て
、
「推
論
十
反
語
」
の
形
で
推
論
を
否
定
す

る
例
が
多
い
。
用
例

（３２
）
の
後
件
は

「推
論
＋
反
語
」
で
は
な
く
、
ま
た
、

本
文
中
に
あ
げ
た
様
な
推
論
の
復
元
は
困
難
で
あ
る
。

（認
）
＊
さ
ら
ん
カ
ラ
ニ
け
し
う
は
あ
ら
じ

（
＊
頭
を
射
ら
れ
た
か
ら
大
し
た
こ
と
は
な
い
？
）

し
か
し
、
用
例

（３２
）
は
前
件
か
ら
導
か
れ
る
推
論
を
反
語
等
を
用
い
て

否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
推
論
を
語
彙
的
に
否
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・　
頭
を
射
ら
れ
た
か
ら
、
（例
）
致
命
的
だ

（↓
推
論
）

↓
否
定

大
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
＾
例
）
致
命
的
で
は
な
い
）

つ
ま
り
、
反
語
以
外
の
方
法
で
推
論
を
否
定
し
た
形
式
で
あ
り
、
「推
論

を
否
定
す
る
形
式
」
の
発
展
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（注
６
も
参
照
）

（３３
）
の
用
例
で
石
垣

（
一
九
五
五
）
で
は
、
「
内
々
二
申
タ
ラ
ン
カ
ラ

ニ
」
は

「
又
相
違
ナ
カ
リ
キ
」
と
対
応
す
る
と
す
る
。
し
か
し
、
「相
違
ナ

カ
リ
キ
」
は

「
公
経
ノ
大
納
言
ノ
申
次
」
に
つ
い
て
の
説
明

（公
経
の
申
次

の
仕
事
も
確
実
な
も
の
で
あ

っ
た
）
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「内
々
ニ



申
タ
ラ
ン
カ
ラ
ニ
」
は

「
サ
ウ
ナ
ク
勅
勘
二
及
ビ
テ
」
と
対
応
し
、
「
ウ
キ

コ
ト
ア
ル
ニ
我
妻
モ
子
モ
賞
朝
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
身
バ
カ
リ
ハ
命
モ
イ
キ
ヨ
ト
」

（思
い
通
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
妻
も
子
も
実
朝
に
ま
か
せ
、
公
経
自
身
は

生
き
延
び
よ
）
と
常
々
実
朝
が
公
経
に
言
っ
て
い
た
た
め
に
、
勅
勘
を
受
け

て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
関
係
を
表
す
。
日
本
古
典
文
学
大
系
の
頭
注
で
は
カ

ラ
ニ
に
対
し
て

「ば
か
り
に
」
と
の
注
を
付
す
。
原
因
理
由
用
法
に
近
い
と

考
え
ら
れ
る
。

１０
　
藤
原
定
家

一
一
六
二
～

一
二
四

一
（応
保
二
年
～
仁
治
二
年
）
著
。
偽
書

説
も
あ
る
が
、
奥
書

・
伝
来

・
内
容
な
ど
か
ら
真
作
と
見
る
の
が
妥
当

か
。
為
家
は
奥
書
に
、
承
久
元
ヽ
３
年
七
月
二
日
に
定
家
が
あ
る
人

に
与
え
た
と
い
う
定
家
か
ら
の
伝
間
を
記
し
て
お
り
、　
一
応
こ
の
記
憶

と
伝
聞
と
を
成
立
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
（以
下
略
）

〈福
田
秀

一
〉
『和
歌
大
辞
典
』
（八
九
九
頁
）

１１
　
井
上

（
一
九
六
五
）

い
わ
ゆ
る
鵜
鷺
本
系
偽
書
と
は
、
愚
見
抄

・
三
五
記

・
愚
秘
抄

・
桐

火
桶
で
あ
る
が
、
三
五
記

・
愚
秘
抄
は
ほ
ぼ
正
和
二
。
三
年

（※
注

一

三

一
三

。
一
三

一
四
年
）
ま
で
に
恐
ら
く
関
東
で
為
実
に
よ
っ
て
製
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
公
〓

四
頁
）

為
実
　
一
一
一六
六
？
～

一
三
二
三

（文
永
三
年
～
元
弘
三
年
）
（略
）
作

品
か
ら
は
、
嘉
元
三
〓
８
年
楚
忽
百
首
を
鶴
岡
社
に
奉
納
、
尊
氏
邸

に
出
入
り
し
、
身
の
沈
論
を
嘆
き
東
に
下
っ
た
事
等
、
関
東
と
の
関
わ

り
の
深
さ
が
知
ら
れ
る
。
和
歌
密
書
に
、
為
実
の
所
持
本
が
あ
っ
た
と

記
さ
れ
、
愚
秘
抄

。
二
五
記
に
、
為
実
が
相
伝
者
と
し
て
登
場
し
、
落

書
露
顕
に
伝
え
る
竹
園
抄
と
為
実
と
の
関
連
な
ど
か
ら
、
関
東
を
足
場

に
し
て
偽
書
作
製
に
当
た
っ
た
為
実

一
派
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。

（以
下
略
）
　
　
　
　
　
〈三
輪
正
胤
〉
『和
歌
大
辞
典
』
（六
四
七
頁
）

【調
査
文
献
】
『万
葉
集
』
『竹
取
物
語

。
伊
勢
物
語

。
大
和
物
語

。
平
中
物
語
』

『
う
つ
ほ
物
語
』
『和
泉
式
部
日
記

・
紫
式
部
日
記

。
更
級
日
記

・
讃
岐
典
侍
日

記
』
『夜
の
寝
覚
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
小
学
館
▼

『栄
花
物
語
』
『平

家
物
語
上
下
』
『御
伽
草
子
』
『歌
論
集
能
楽
論
集
』
（
毎
月
抄
し

『連
歌
論
集

俳
諧
集
』
「
連
理
秘
抄
し

日
本
古
典
文
学
大
系
　
山石
波
書
店
▼

『古
今
和
歌

集
』

新
編
国
歌
大
観
　
角
川
書
店
▼

『源
氏
物
語
』
日
本
古
典
文
学
全
集

小
学
館
▼

『宇
治
拾
遺
物
語
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
山石
波
書
店
▼

『今
鏡

本
文
及
び
総
索
引
』
笠
間
書
院
▼

『校
注
徒
然
草
』
和
泉
書
院
▼

『延
慶
本
平

家
物
語
本
文
編
上
下
』
勉
誠
社
▼

『法
華
百
座
聞
書
抄
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院

▼

『愚
見
抄
』
『
愚
秘
抄
』
今
日
本
歌
学
大
系
第
四
巻
し

風
間
書
房
▼

『史
記

抄
』
（抄
物
資
料
集
成
）
清
文
堂
出
版
▼

『周
易
抄
の
国
語
学
的
研
究
影
印
篇

研
究
篇
』
清
文
堂
出
版
▼

『蒙
求
抄
』
翁
抄
物
大
系
し

勉
誠
社
▼

（以
下
索

引
）
▼

『歌
物
語
伊
勢
物
語

。
平
仲
物
語

。
大
和
物
語
総
合
語
彙
索
引
』
勉
誠

社
▼

『源
氏
物
語
語
彙
用
例
総
索
引
付
属
語
編
１
～
５
』
勉
誠
社
▼

『平
安
日

記
文
学
土
佐
日
記

。
蜻
蛉
日
記

・
和
泉
式
部
日
記

・
紫
式
部
日
記

・
更
級
日
記

総
合
語
彙
索
引
』
勉
誠
社
▼

『延
慶
本
平
家
物
語
索
引
編
上
下
』
勉
誠
社

【参
考
文
献
】
石
垣
謙
二

（
一
九
五
五
）
『助
詞
の
歴
史
的
研
究
』
岩
波
書
店
▼

井
上
宗
雄

（
一
九
六
五

・
一
九
八
七
改
訂
新
版
）
『中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝

期
』
明
治
書
院
▼
加
賀
信
弘

（
一
九
九
七
）
「数
量
詞
と
部
分
否
定
」
（日
英
語

比
較
選
書
四

『指
示
と
照
応
と
否
定
し

大
修
館
書
店
９２
‐
‐７８
頁
▼
河
西
良
治

（二
〇
〇
〇
）
「
＊
少
し
し
か
食
べ
る
わ
け
で
は
な
い
―
記
述
否
定
と
メ
タ
言
語

的
否
定
」
月
刊
言
語
２９
‐
ｎ
大
修
館
書
店
５９
‐
６４
頁
▼
小
林
千
草

（
一
九
九
四
）

『中
世
の
こ
と
ば
と
資
料
』
武
蔵
野
書
院
▼
小
林
賢
次

（
一
九
九
六
）
『
日
本
語

条
件
表
現
史
の
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房
▼
小
林
芳
規

（
一
九
七

一
）
「中
世
片
仮

名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
輯
号
３
▼
小
金
丸
晴
美

（
一
九
九
〇
）
「相
手
の
推
論
を
否
定
す
る
形
式
を
め
ぐ
っ
て
―

「～
と
い
っ
て

も
」
と

「～
か
ら
と
い
っ
て
」
―
」
梅
花
短
大
国
語
国
文
３
　
２５
‐
４‐
頁
▼
阪

倉
篤
義

（
一
九
九
二
）
『
日
本
語
表
現
の
流
れ
』
岩
波
書
店
▼
坂
原
茂

（
一
九

八
五
）
『
認
知
科
学
選
書
２
　
日
常
言
語
の
推
論
』
東
京
大
学
出
版
会
▼
田
窪



行
則

（
一
九
八
七
）
「統
語
構
造
と
文
脈
情
報
」
日
本
語
学
６
１
５

３７
‐
４６
頁
▼

田
中
裕

（
一
九
六
九
）
『中
世
文
学
論
研
究
』
塙
書
房
▼
田
中
裕

（
一
九
九
五
）

『後
鳥
羽
院
と
定
家
研
究
』
和
泉
書
院
▼
千
葉

一
子

（二
〇
〇
〇
）
「万
葉
和
歌

の

「
か
ら
に
」
に
つ
い
て
」
国
語
と
国
文
学
７４
‐
‐０

‐６
‐
３０
頁
▼
土
屋
博
嗣

（
一
九
八
七
）
「条
件
節
と

「～

（と
い
う
）
わ
け
で
は
な
い
」
に
つ
い
て
」
亜

細
亜
大
学
教
養
部
紀
要
３６

４‐
‐
５５
頁
▼
寺
村
秀
夫

（
一
九
八
四
）
『
日
本
語
の

シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味

Ⅱ
』
く
ろ
し
お
出
版
▼
藤
田
保
幸

（二
〇
〇
〇
）
『国
語

引
用
構
文
の
研
究
』
和
泉
書
院
▼
野
田
春
美

（
一
九
九
七
）
『
の

（だ
）
の
機

能
』
く
ろ
し
お
出
版
▼
三
輪
正
胤

（
一
九
九
四
）
『歌
学
秘
伝
の
研
究
』
風
間

書
房
▼
山
口
朝
子

（
一
九
五
九
）
「中
世
の
接
続
助
詞

「
か
ら
」
に
つ
い
て
の

一
問
題
―

「毎
月
抄
」
の
文
章
と

「徒
然
草
」
十
二
段
の
解
釈
に
ふ
れ
て
―
」

未
定
稿
６

８９
‐
‐０２
頁
▼
山
口
尭
二

（
一
九
八
〇
）
『古
代
接
続
法
の
研
究
』
明

治
書
院
▼
山
口
尭
二

（
一
九
九
六
）
『
日
本
語
接
続
法
史
論
』
和
泉
書
院
▼
山

口
尭
二

（二
〇
〇
〇
）
『構
文
史
論
考
』
和
泉
書
院
▼
吉
川
泰
雄

（
一
九
五
五
）

「接
続
助
詞

「か
ら
」
と
慣
用
語

「
か
ら
は
Ｌ

国
語
研
究
３

２９
‐
４３
頁
▼

『和

歌
大
辞
典
』
貧

九
八
六
）
明
治
書
院

◎
日
本
古
典
文
学
大
系
の
検
索
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
使

用
し
た
。

◎
引
用
に
あ
た
り
表
記
を
適
宜
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

◎
本
文
中
の
傍
線
は
全
て
小
川
が
施
し
た
。

付
記

・
本
稿
は
平
成

一
五
年
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

（平
成

一
五
年

一
月

一

一
日
）
及
び
国
語
学
会
平
成

一
五
年
度
春
季
大
会

（平
成

一
五
年
五
月

一
八
日

於
大
阪
女
子
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


